
京
都
・長
岡
京
跡

閉

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
開
田
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
八
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
岡
京
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
田
桐
　
淳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ど
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
長
岡
京
跡
右
京
第
四

一
〇
次
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
地
は
、

阪
急
長
岡
天
神
駅
と
Ｊ
Ｒ
神
足
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
長
岡
京
市
内
を
南

流
す
る
犬
川
の
西
隣
り
に
あ
た

る
。
地
形
的
に
は
犬
川
の
後
背

低
地
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
調

査
対
象
地
の
三
面
の
水
田
は
東

の
犬
川
に
向
か
っ
て
順
次
低
く

酬
な
って
い
る
。
こ
こ
は
右
京
六

細

条
二
坊
五
町
の
宅
地
推
定
地
に

は

あ
た
る
。
同
町
内
で
は
今
回
が

初
め
て
の
調
査
で
あ
る
。

調
査
に
よ
っ
て
検
出
し
た
遺
構
は
、
南
北
溝
二
条
と
東
西
小
滞
三
条
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
溝
の
う
ち
、
五
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
南
北
溝
二
条
は

一
。
六

ｍ
を
隔
て
て
並
行
す
る
が
、
時
期
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
木
筒

が
出
土
し
た
の
は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
五
か
ら
で
あ
る
。

溝
ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
五
は

一
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
調
査
し
て
い
る
が
、
幅

一
・
七

ｍ
で
深
さ
が
○

・
三
を
〇

・
五
ｍ
の
規
模
で
、
溝
の
西
肩
に
は
長
さ
二

・
六
ｍ
、

幅

一
五
伽
の
板
材
に
よ
っ
て
護
岸
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
堆
積
土
は
砂
と

粘
質
土
と
の
互
層
か
ら
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
の
流
水
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ

ら
の
堆
積
土
と
は
別
に
、　
一
部
で
木
製
品
を
多
く
含
む
粘
質
土
層
が
溝
底
に
か

け
て
堆
積
し
て
い
た
。
木
簡
を
含
む
ほ
と
ん
ど
の
木
製
品
は
こ
の
層
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
木
簡
以
外
で
は
木
履
、
斎
串
、
人
形
、
箸
な
ど
が
あ
る
。
箸
の
な

か
に
は
木
簡
を
加
工
し
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
層
を
押
し
流
す
よ
う
に
堆
積
し
て
い
る
砂
層
か
ら
は
多
く
の
上
器
類
が

出
上
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は

「
二
」
「大
」
「岡
」
「○
」
「□
器
」
な
ど
の

墨
書
や
ヘ
ラ
書
き
土
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

誠 右 謹
石 米 啓
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「
金
銀
□

金
じ
×
ｏ
ｅ
ｘ
命
。９
　
ｏ露

①
は
文
書
様
木
簡
の
断
片
で
上
下
と
も
刀
子
に
よ
っ
て
斜
に
切
れ
目
を
入
れ

て
折
ら
れ
、
左
端
は
割
れ
て
い
る
。
表
面
は
刀
子
に
よ
っ
て
削
ら
れ
て
墨
が
部

分
的
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
、
表
面
は
米
を
請
求
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
裏
面
は
検
討
を

要
す
る
が
、
人
名
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

②
は
左
端
が
割
れ
て
お
り
、
裏
面
は
割
り
裂
い
た
ま
ま
で
未
調
整
で
あ
る
。

右
下
端
が
切
り
込
ま
れ
、
中
央
部
に
突
出
部
が
あ
る
こ
と
か
ら
題
鍛
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
以
外
に
箸
状
に
二
次
加
工
さ
れ
た
も
の
で
、
両
者
と
も
表
裏
に
墨
痕
が

認
め
ら
れ
る
も
の
が
二
点
出
上
し
て
い
る
。

以
上
四
点
が
出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
が
、
②
以
外
は
二
次
的
に
加
工
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
②
の
内
容
や
ω
の
木
簡
、
木
履
な
ど
か
ら
金
銀
の
出
納
に
関
係

す
る
役
人
が
当
町
内
に
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

小
田
桐
　
一欅

「長
岡
京
跡
右
京
第
４‐０
次
調
査
概
要
」
（長
岡
京
市
毅
育
委
員
会

『
長
岡
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
三
一
　

一
九
九
二
年
）

（小
日
桐
　
淳
）
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